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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月29日(2012.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維紡糸法であって、
　２５℃で少なくとも約６ｋＰａの蒸気圧で少なくとも１種の溶媒中に溶解した少なくと
も１種のポリマーを含むポリマー溶液を紡糸口金に供給するステップと、
　前記紡糸口金の少なくとも１つの紡糸ノズルから離れた方向に、電界の存在下で、吹込
ガスと組み合わせて前記ポリマー溶液を放出するステップであって、前記ポリマー溶液が
、約６～約１００ｍｌ／分／孔の吐出率で前記紡糸ノズルを介して吐出されるステップと
、
　繊維を形成するステップと、および
　コレクター上に前記繊維を捕集するステップと、
を含む繊維紡糸法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
実施例４
　Ｅｎｇａｇｅ　８４００（エチレンオクテン共重合体）（ＤｕＰｏｎｔから入手可能）
の１１重量％溶液を、還流冷却器を用いて、メチルシクロヘキサン（２５℃で６．１ｋＰ
ａの蒸気圧）に溶解した。磁気撹拌器を用いて、高温溶液を撹拌した。均質溶液を密閉ガ
ラス容器に移し、紡糸室に運んだ。溶液を紡糸室のリザーバ内に移し、密閉した。内径０
．４０６４ｍｍの単一紡糸ノズルを有する紡糸口金を使用した。ドラムコレクターを用い
て試料を捕集した。紡糸口金を１００ｋＶの負電位に配置した。コレクターを接地した。
紡糸ノズルの出口からコレクター表面までの距離は、３０ｃｍであった。吹込ガスに空気
を使用した。二次ガスに窒素を使用し、紡糸室内の相対湿度および温度を制御した。窒素
流は、紡糸室内の溶媒蒸気の濃度が爆発下限を超えるのを回避するのに十分であった。相
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対湿度を９％未満に制御した。紡糸室の温度は、実験中ほぼ２９℃であった。０．３０８
ＭＰａの窒素圧を用いて、１２．６ｍｌ／分／孔の溶液流量を維持した。流出速度をおよ
そ１５６ｍ／秒に維持するように、吹込ガスを制御した。吹込ガスの温度は、ほぼ２８℃
であった。一旦溶液流が開始されると、プルーム中に繊維を可視できた。繊維が、ドラム
の帯状領域に堆積した。繊維の数平均繊維直径を測定し、５０２ナノメートルであった。
　以下、本発明の態様を示す。
１．繊維紡糸法であって、
　２５℃で少なくとも約６ｋＰａの蒸気圧で少なくとも１種の溶媒中に溶解した少なくと
も１種のポリマーを含むポリマー溶液を紡糸口金に供給するステップと、
　前記紡糸口金の少なくとも１つの紡糸ノズルから離れた方向に、電界の存在下で、吹込
ガスと組み合わせて前記ポリマー溶液を放出するステップであって、前記ポリマー溶液が
、約６～約１００ｍｌ／分／孔の吐出率で前記紡糸ノズルを介して吐出されるステップと
、
　繊維を形成するステップと、および
　コレクター上に前記繊維を捕集するステップと、
を含む繊維紡糸法。
２．前記溶媒が、メタノール、エタノール、アセトン、ブタノン、ジクロロメタン、１，
２－ジクロロエタン、トリフルオロ酢酸、酢酸エチル、テトラヒドロフラン、クロロホル
ム、四塩化炭素、および炭化水素からなる群から選択される、上記１に記載の方法。
３．前記炭化水素が、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、シクロヘキサン、メチルシクロヘ
キサン、およびベンゼンからなる群から選択される、上記２に記載の方法。
４．前記蒸気圧が、２５℃で少なくとも約１０ｋＰａである、上記１に記載の方法。
５．前記蒸気圧が、２５℃で少なくとも約２０ｋＰａである、上記１に記載の方法。
６．前記ポリマー溶液が、約１０～約１００ｍｌ／分／孔の吐出率で前記紡糸ノズルを介
して吐出される、上記１に記載の方法。
７．前記ポリマー溶液が、約２０～約１００ｍｌ／分／孔の吐出率で前記紡糸ノズルを介
して吐出される、上記６に記載の方法。
８．前記吹込ガスが、空気、窒素、アルゴン、ヘリウム、二酸化炭素、炭化水素、ハロカ
ーボン、ハロゲン化炭化水素およびそれらの混合物の群から選択される、上記１に記載の
方法。
９．前記吹込ガスが、約５０～約３４０ｍ／秒の流速で、かつほぼ周囲温度から約３００
℃までの温度で注入される、上記１に記載の方法。
１０．前記繊維が、約１０００ナノメートル未満の数平均繊維直径を有する、上記１に記
載の方法。
１１．前記繊維が、約８００ナノメートル未満の数平均繊維直径を有する、上記１０に記
載の方法。
１２．前記繊維が、約５００ナノメートル未満の数平均繊維直径を有する、上記１１に記
載の方法。
１３．前記電界が、約１０ｋＶ～約１００ｋＶの電圧電位を有する、上記１に記載の方法
。
１４．前記電界が、コロナ帯電電界である、上記１に記載の方法。
１５．前記繊維が、本質的に円形である横断面形状を有する、上記１に記載の方法。
１６．前記繊維を前記紡糸口金から下流に位置する二次ガスと接触させるステップをさら
に含む、上記１に記載の方法。
１７．前記吹込ガスが、空気、窒素、アルゴン、ヘリウム、二酸化炭素、炭化水素、ハロ
カーボン、ハロゲン化炭化水素およびそれらの混合物の群から選択される、上記１６に記
載の方法。
１８．前記吹込ガスが、約５０～約３４０ｍ／秒の流速で、かつほぼ周囲温度から約３０
０℃までの温度で注入される、上記１６に記載の方法。
１９．前記ポリマー溶液中の前記少なくとも１種のポリマーが、ポリオレフィン、ポリジ
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エン、ポリスチレン、ポリスルホン、ポリカーボネート、ポリ（メタ）アクリレート、セ
ルロースエステル、ポリ塩化ビニルおよびそれらのブレンドからなる群から選択される、
上記１に記載の方法。
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